
福岡市 Well-being＆SDGs 登録制度︓マスター 

事業者名 株式会社船場 九州⽀店 

所在地 東京都港区芝浦 1-2-3 シーバンス S 館 9F 

市内拠点所在地 
（所在地が市外の場合のみ記載）

福岡市博多区博多駅前 2-6-12 ⻄⽇本新聞博多駅前ビル 7 階 

業種 建設業 

電話番号 03-6865-1008

ホームページ https://www.semba1008.co.jp/ja 

Well-being 向上

に向けた取組み 

・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を導⼊するなど、柔軟

な勤務形態をとっている。 

・治療や介護、⼦育てと仕事の両⽴にむけて、時間単位の有給休暇取得制度、

半⽇有給休暇制度を導⼊している。 

・事業領域のみならず各種業務部⾨においてもデジタルツールを整備し、柔軟な⼈

事制度と併せて「社員の働きがい向上」への取組みを継続している。 

・2021 年 4 ⽉に DX 認定取得。

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○

M-81



■SDGs達成に向けた取組みチェックシート 事業者名：

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリ
ティ等）が、十分に活躍できる環境を整えている。

○ ○

・会社としてのダイバーシティを高めて様々な知の組み合わせで新し
い  アイデア･知を追求する為に、ダイバーシティ重視の採用計画や、
ジョブローテーションや海外勤務の促進、コミュニケーション活性化を
優先した職場環境づくりを促進している。
・外国人に対して、多言語表記ややさしい日本語の使用など、円滑な
コミュニケーションに務めている。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を
導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制
度を導入するなど、柔軟な勤務形態をとっている。
・治療や介護、子育てと仕事の両立にむけて、時間単位の
有給休暇取得制度、半日有給休暇制度を導入している。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのた
め、ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○

・福岡労働局主催の「福岡地区公正採用選考人権啓発推進員研修」を
受講し、そこで得た内容を事業所内にも展開＆共有している。
・ハラスメントに対する相談窓口を設置している。
・人権問題やハラスメントの防止についても「オンライン型研修」を整
備し、社員全員が受講できるシステムとなっている。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策
に取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでい
る。

○ ○

・長時間労働を是正するための具体的な取組みを行っている。
・メンタルヘルスに関する研修を実施している。
・月1回の事業所衛生懇談会での衛生管理目標の策定＆実践や、産業
医との連携にて従業員の健康不安に関するカウンセリング対応等を
行っている。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を
提供している。

○ ○

・人材育成や各種業務スキル向上へ繋がる各種研修の「オンライン型
受講システム」を採用し、時間に捉われない柔軟な自己研鑽が行える
仕組みを取っている。
・教育機関と連携しインターンシップの受入を行っている。
・一人ひとりがダイバーシティを身に付けてインクルージョンの企業文
化のもとに個が輝き高め合うために、複数スキル取得や複業等を行
える仕組みを持っている。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に努め
ている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○

・事業所内においては古紙（再生用）･可燃ごみ･金属缶･ガラスびん･
プラスチック･電池等について分別回収ボックスを配置し、ごみの分
別回収を徹底している。
・事業主体となる工事現場において排出される産業廃棄物情報の可
視化を行い、素材ごとに分別回収する「分別回収ガイドライン」の発信
＆運用にて混合廃棄物を低減している。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇

・クール／ウォームビズによる冷暖房の使用抑制や、事業所内のエリ
ア別での冷暖房温度管理などに取組み、エネルギーの効率的な利用
を行っている。
・事業所内ではLED照明を導入している。
・全社員が公共交通機関による通勤を行い、職務移動においても公
共機関による移動を基本としている。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与える
か確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・「GOOD ETHICAL COMPANY」（気の合うエシカルな仲間たち）
のビジョンを標榜し、当社事業における「空間の再生と継承」の概念
のもと、６Ｒ（リターン/リユース/リサイクル/リセレクト/リデザイン/リ
ノヴェイト）の事業スキームを確立し、資源循環型マネジメントを実践
している。
・エシカルな挑戦に賛同する企業･団体とパートナーシップを構築し、
当社事業における持続可能な天然資源や県産材の有効活用等にて
循環型社会の共創へ繋げている。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に
努めている。

○
・備えつけの自動手洗いセンサー付きの手洗い器にて、水
の止め忘れや流しっぱなしを防ぎ、節水に努めている。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための仕組
みを構築している。

○ ○

・事業主体となる工事現場におけるリスクの洗い出しと対策検討を行
い、月1回の事業所安全衛生協力会や現場安全パトロール、年1回の
全社安全大会によって安全性や品質の確保に取組んでいる。
・自社の施工管理基準書とセーフティノートを作成し、定期的な更新
と社内外との共有にて継続した安全管理・品質管理を行っている。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシッ
プにより、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に
取り組んでいる。

○ ○ ○

・所属するエリアマネジメント団体（博多まちづくり推進協議会）での
活動を通じて、自社の事業領域のみならず様々な社会課題へも目を
向け、加盟企業や各種団体、行政等とも協力しながら課題解決の検
討や各種サービスの展開に取り組んでいる。
・事業上での設計業務においてもユニバーサルデザインを常に心掛
け、子ども、高齢者、障がい者、外国人など、誰もが使いやすいような
施設創りを行っている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○

・個人情報などの保護に関する方針を策定している。
・社内研修を行い、情報管理のルールを周知徹底してい
る。
・情報システムへのセキュリティ対策を施している。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○

・法令遵守の重要性を示した「船場グループ行動規範ハンドブック」を
作成して従業員に発信し、また会社貸与スマートフォンで随時閲覧確
認可能となっている。
・法令遵守が確実に行われるように体制・仕組み・ルールを整備して
おり、コンプライアンス委員会等で定期的な実践確認がなされてい
る。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○

・企業理念･経営方針･行動方針を明文化し、社員は貸与スマートフォ
ンで閲覧可能な「CREDO」として常時携帯している。
・経営者が理念を持ち、上記の企業理念等と併せて中期経営計画や
安全衛生方針等に関しても、各社員に定期的に説明し常時共有して
いる。

○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案してい
る。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・事業継続計画（BCP）を策定すると共に自社の「災害対策マニュア
ル」を作成し、社員貸与スマートフォンにて常時共有出来ている。
・支店単位でも緊急時の連絡体制と各社員の役割を整備している。
・後継者の指導と若年社員の人財育成に取り組んでいる。

○ ○ ○ ○

株式会社船場　九州支店
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